
　10．九州（地域別調査機関：（財）九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・個人客、団体客ともに宿泊施設、飲食施設、ア
ミューズメント施設でにぎわいがあった。宿泊施設の
予約状況も１～２割増えた。

やや良く
なっている

スーパー（経営
者）

単価の動き ・生鮮食品等の単価が上がったため、全体的な客単価
が上昇し、前年比を上回った。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・相変わらず食品が好調である。毎週の名物市が大き
く貢献しており、衣料品や住居用品も前年を上回っ
た。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・天候異常で野菜類の価格が高騰し、売上に良い影響
が出ている。さらに、気温上昇で飲料などが食料品の
売上を押し上げている。水産物に関してはロシア、中
国、インドなどでの消費量増大で商品原価の高騰して
いる。その影響で店頭価格が少し高くなっている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・売上のウエイトが非常に大きい食品の単価がやや上
がっており、好調である。また衣料品も婦人服が好調
であり、単価の高いものの売上が伸び、全体の伸びに
大きく影響している。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・競合店の出店が７月にあり、売上は落ちていたが、
８月は中元商戦でギフトの動きが良く、昨年並みにも
ち返してきた。来客数も元に戻りつつある。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客数が前年比102.4％となっており、好調であ
る。青果の相場が高くなっており、売上も前年比
117％と好調である。衣料品も夏物の処分セールが前
年比105％で推移している。

スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・台風10号の影響があったものの、その前後では晴天
が続き、気温も非常に高く推移したため、アイスク
リーム・清涼飲料・乾めん・つゆ・ビール等の涼味商
材の動きが良かった。８月から重点的にスタートした
夕方の販売強化により客単価も上昇し、売上は回復傾
向にある。

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・長雨による野菜の高騰の影響で売上額が上がった。
前年はところてんの爆発的な販売量があったが、今年
はそれを差し引いても前年並みを維持している。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・売上、来客数ともに昨年を大幅に上回った。

コンビニ（販売
促進担当）

販売量の動き ・量販店が前年比106.5％、コンビニエンスストアが
前年比101.2％、前年比ローカルスーパーが109.7％
と、売上が上昇した。

衣料品専門店
（総務担当）

単価の動き ・ミセス婦人服は暑さのせいか客足が悪く、前年を
３％程度下回った。しかしヤング婦人服は好調である
のに加え、宝石・着物も好調に推移しており、全体的
に前年を上回り売上状況は悪くない。

家電量販店（総
務担当）

販売量の動き ・猛暑により季節商品が好調に推移したことに加え、
ＡＶ商品の単価ダウンが販売量拡大に結びついた。

家電量販店（企
画担当）

販売量の動き ・引き続き家電関係は薄型テレビ、地デジ対応の商
品、ＤＶＤ、エアコン関係が動いている。

その他専門店
［コーヒー豆］
（経営者）

販売量の動き ・販売量、来客数がやや増えている。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・暑さが厳しい割には、客の様子は良い。思ったより
人の動きもあり、好調である。

タクシー運転手 来客数の動き ・今月は天候的な要因で昼間が忙しく、夜も会社関係
の客がたくさん動いて一時的に車が足りないという状
況もあった。

ゴルフ場（従業
員）

販売量の動き ・天候が思わしくない日が多かったが、入場者数は前
年を20％程度上回った。

変わらない 商店街（代表
者）

単価の動き ・小売店では価格競争が進み、同一商品の価格低下は
否めない。婦人服等は以前は５～10万のものがよく売
れていたが、現在は１～３万円が主流で、５万円以上
の商品を置いても売れない。古書店でもネット販売が
台頭しており、価格競争のため以前の３分の１以下の
価格となっている。

家計
動向
関連



商店街（代表
者）

販売量の動き ・盆時期は売上が上がるが、近年それがなくなってお
り、今年は特に顕著であった。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・今月始めに市内の中心部で祭りがあり、かなりの来
街者数であったが、それ以外は暑さのせいもあり来街
者数は減少傾向にある。

一般小売店
［茶］（販売・
事務）

販売量の動き ・販売している商品が夏場にはあまり必要ないという
事もあり、家庭用の売行きは下向きだが、贈答品とし
ての売上が例年よりもあり、販売量はいつもと変わら
なかった。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・気温の影響もあり秋物の動きが良くない。客の様子
をみると、秋物を積極的に探してるようでもない。ブ
ライダル関係のワンピースに若干の動きがある。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・来客数の前年割れが続いている一方、レジ客数、買
上単価は来客数の伸びを上回っており、購入目的での
来店が増えている。特に中元ギフトでは、通信販売、
郵パックの伸びがギフトセンターの来客数を上回って
いる。

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・輸入物が増えており、価格は非常に厳しい状況であ
る。５年前にも厳しい時があったが、それ以上に厳し
い状況である。

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・来客数の下落傾向が続いており、客単価も下ってい
る。

百貨店（業務担
当）

販売量の動き ・来客数の減少も下げ止まりが見えないが、それより
も購買意欲に力強さを感じない。客は目的の商材以
外、必要性がないものは購入しない。関連商品の販売
も難しく、滞留時間も短くなっている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・猛暑の影響で衣料品は順調に推移しているが、食品
に関しては競合店が増えており、厳しい状況が続いて
いる。

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・食品、衣料品については数か月前から前年並みで推
移しているが、住居用品特に大型家電についての売上
は伸び悩んでいる。客は必要最低限のものは購入する
が、それ以外のものに関しては慎重になっている。

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・夏物衣料の動きがかなり良い。また併設している映
画館が集客をしている状況であるが、全体的な景気の
上向きとは感じられない。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・夏休みでイベントの多い月であり、財布のひもも緩
みがちなはずだが、依然買い控えの傾向が強い。

衣料品専門店 販売量の動き ・来客数も減っており、客の購買意欲もあまり感じら
れない。

衣料品専門店
（店員）

お客様の様子 ・一部の客は秋物の正価販売品を購入し、先取りして
いるが、一般の客は依然セール品の中から好きなもの
があれば購入するという傾向が続いている。全体的に
単価が下がっており、今後も景気が良くなるとは考え
られない。

衣料品専門店
（店員）

単価の動き ・お盆の人出は例年より多かったが、売れるのは夏物
のファイナルセール品ばかりなのに加え、買上点数も
少なく客単価が低かった。

家電量販店（店
長）

来客数の動き ・来客数が前年と比較して減少している。

乗用車販売店
（管理担当）

単価の動き ・新車の販売はこれまでミニバンが好調に売れていた
が、最近はコンパクトカーのニーズが高まっており、
単価が大幅に下がっている。売上高も減収減益であ
る。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（統括）

販売量の動き ・燃料油の販売量は７月末に仮需要があり、８月は前
半が少し鈍い状況だった。お盆をピークとして売上は
上がり、残暑も厳しく、販売量は落ちていない。

一般レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・盆前後に子どもや孫を連れた家族連れの客が目立っ
た。気持ち良く食事をして気持ち良く金を支払ってい
くという、良い状況が見受けられた。

一般レストラン
（スタッフ）

単価の動き ・夜の来客数の伸びが今一つである。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・常連客は安定しているが、なかなか新規の客が増え
ない。



旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・海外旅行は､ハワイ・ヨーロッパの供給増もあり家
族旅行を中心に８月に集中した。国内旅行は夏休み単
価が高いこともあって、比較的安い９月へ分散する傾
向も強い｡

タクシー運転手 お客様の様子 ・盆でホテルの宿泊が多かったせいか、夜のタクシー
利用が多かった。午前中は自家用車、レンタカーの利
用が多く、利用はほとんどなかった。これまでで最も
タクシー需要の少ない盆であった。

タクシー運転手 単価の動き ・人の動きは若干良くなったが、相変わらず単価が低
いので３か月前と変わらない。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・引き続き、やや高水準で解約が推移している。

通信会社（業務
担当）

販売量の動き ・７月のボーナス商戦の盛り上がりが続き、盆過ぎま
では各社チラシ新聞折込や街頭チラシ配布などの効果
もあり、自店のみでなく全体的ににぎわった。低価格
商品を中心に販売台数が増加した。

設計事務所（代
表取締役）

お客様の様子 ・市町村からの民間への委託事業について、入札が行
われるが、価格競争が激しく、ダンピングして赤字を
承知で受注しなければならないような状況にある。民
間からの建設関係の仕事は減少している。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・盆や夏休みを差し引くと、来場者が極端に少なく
なっている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・猛暑が続き、その上駐車違反の監視が厳しい状況
で、駐車場も広く涼しい大型商業施設に行く客が増え
ている。商店街の来街客数はかなり減少している。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・衣料品関係には買い控えの傾向が続いている。依
然、来客数の減少が目立っている。

一般小売店［鮮
魚］（店員）

来客数の動き ・残暑ということもあり、来客数が少ない。食欲も落
ちているのか販売量も少ない。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・例年は盆過ぎから秋物の動きが活発になるが、今年
はそういう動きが極めて鈍かった。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・業態、個店差はあるが、消費の動きは依然鈍い。特
に婦人衣料が不調である。

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・売上は前年比99％であったが、この中には台風10号
の影響が約２％ほど含まれるので、台風がなければ前
年比101％程度であった。２か月連続で前年比99％と
安定して推移している。部門別には衣料品が前年比
100％、婦人紳士共に衣料品は良い。他にも食料品は
前年比99％、中元ギフトについてはほぼ前年並みで
あった。しかし家庭用品は前年比80％と不調であっ
た。また売上構成比をみるとバーゲン品などの割合が
若干上がっているという傾向があり、買上単価、客単
価が上がっていない。

コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・天候も良く来客数が増加した。真夏日が続いたこと
により、夏物商品のアイスや氷、飲料水等の売上が伸
びたが、全体的には前年をクリアすることは出来な
かった。

住関連専門店
（経営者）

単価の動き ・例年８月後半になると来客数並びに商品単価も回復
していたが最近は悪い。同業者の声も同じである。

高級レストラン
（経営者）

競争相手の様子 ・ようやく売上減少に歯止めがかかり、前年並みの売
上は確保できた。また、長崎では「長崎さるく博
'06」がこの春から開催されているが、市街地の旅館
はやや良くなっていると聞いているが、郊外ではほと
んどその効果は見受けられない。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・盆休みに加え企業の動きが悪く、客の入りが悪かっ
た。

その他飲食［居
酒屋］
（店長）

お客様の様子 ・猛暑や水害等、天候に左右され客足がとても鈍り、
来客数が非常に減少した。

タクシー運転手 来客数の動き ・蒸し暑い日が多かったので、高齢者が多い長崎では
街に人はほとんどいない。

タクシー会社
（営業担当）

販売量の動き ・今月の売上は前年と比べて５％のマイナスである。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・１つのものを買うのにも慎重になっており、値段を
よく吟味している。数店舗で値段の比較をしており、
すぐに購入につながらない。



衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・期待していた中元関連の売上も不振であり、盆以降
ますます客足は途絶えている。

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・資金繰りが悪化しており、思うように商品の仕入れ
ができない。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・今月は契約件数が極端に悪く、来客数も少ない。

高級レストラン
（専務）

来客数の動き ・繁華街が分散され、客も分散しており、売上が年々
悪くなっている。

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・猛暑で客足が鈍っているのに加え、ゴルファーのプ
レー回数が減少している。

美容室（経営
者）

販売量の動き ・販売量は伸びず､夏枯れで夏商戦もずっと悪い。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・電子部品、半導体、コネクター等の精密金型関係
は、非常に忙しい状況でフル操業である。同業他社も
同じような状況である。

建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・大手建設会社の下請で木造集合住宅を受注できた。
今後も受注増を継続できそうである。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・取引先の飲食業は夏休みに入り､天候の良い日も続
いているため、来客数も売上も上がった。景気もやや
良くなってきたと感じられる。

変わらない 農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・猛暑の影響もあり、居酒屋中心にビール等の売上が
伸びている。ただ加工メーカー向けの原料商品は、加
工食品の不振もあり厳しい状況である。

繊維工業（営業
担当）

それ以外 ・受注量は安定しつつあるが、原油高のためにコスト
がかさんでいるので不安である。

窯業･土石製品
製造業（取締
役）

取引先の様子 ・取引先の状況を見ると、景気は少し良くなっている
が、金利の上昇、ガソリン等の値上げ等により、中小
企業は厳しい。大企業、中小企業の格差があり、また
業種間によっても差はあり、全体的にはあまり変わっ
ていない。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・仕事の引き合いが相当あるが、原料の高騰､加工賃
の低下で大変厳しい状況である。

金融業（営業職
渉外係）

取引先の様子 ・建設業界は公共工事を中心とした受注減、運送業界
は原油高騰による運送経費負担増により収益圧迫を受
けており、景気が良いとは言えない。

金融業（得意先
担当）

取引先の様子 ・取引先を回っているが景気の良い話は全く聞かれな
い。企業に対する貸出金も資金需要はなく、伸び悩ん
でいる。

新聞社（広告） 取引先の様子 ・取引先である北九州市内の流通業は、商業施設の撤
退が決まるなど厳しい状況である。他の商業施設でも
経費節減のため、広告費が昨年より減っている。ま
た、消費者が福岡都市圏に流れている。

経営コンサルタ
ント

受注量や販売量
の動き

・ビールの販売業は前年比90％で推移している。低価
格の第３のビールが売れている。リキュール類では
100円のものが調子がいいが、まだ客の財布のひもは
固い。

やや悪く
なっている

一般機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・取引先の様子を見ると、例年に比べて引き合い量が
少なくなっている。

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・例年に比べると荷物が動いていない状況である。新
商品の投入などで若干動きがあり、ようやく例年並み
となった。

輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・荷動きがなく、全体的に非常に悪い状況である。

経営コンサルタ
ント

それ以外 ・企業は全般的に売上が不調で、利益的にも昨年を下
回っているところがほとんどである。

その他サービス
業［物品リー
ス］（役員）

受注量や販売量
の動き

・今年度４月以降リース割賦等の契約高において、前
年を上回る基調でずっと推移してきたが、盆休み等の
影響を受け、伸びが止まり、前年実績とほぼ同じ水準
に戻った。

悪く
なっている

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・７月の長梅雨や８月の猛暑で消費者の購買意欲がな
く、商社間の話し合いも大変困っている。特に８月に
催した見本市は前年と比べて大変悪く、商社の動向も
荷動きが止まっており、先行きが不安である。

良く
なっている

○ ○ ○

企業
動向
関連

雇用
関連



やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・週間当たりの派遣の受注件数が前３か月の平均に比
べて６ポイントほど上昇している。またその中の長期
の割合が17ポイントほど上昇している。紹介予定の派
遣も増加傾向にあり、全体的に求人数が増加してい
る。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・在職求職者が増加しており、より良い条件を求めて
在職中から求職活動を進めており、採用する側として
も即戦力の確保ができるので良い。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人倍率が県全体で1.0なっているが、中でも
正社員の求人倍率が増加している。昨年の同時期に比
べると0.1ポイント上がっている。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者は前年比マイナス13.1ポイントとなって
おり、事業主都合による離職者も前年比7.7ポイント
減少している。

民間職業紹介機
関（支店長）

求人数の動き ・年度下期、年末に備えた求人（人材派遣需要）が既
に活発化してきた。例年よりも１か月以上早い現象で
ある。企業の求人意欲のおう盛さ、人材確保の積極性
が感じられる。

変わらない 職業安定所（職
員）

求人数の動き ・医療福祉業からの新規求人数が大幅な伸びを示して
いる。

学校［専門学
校］（就職担
当）

雇用形態の様子 ・雇用形態は依然として非正規職員比率が高まりつつ
ある。雇用件数は８月に入って横ばいで推移してい
る。

やや悪く
なっている

職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・新規求人の総数は増加しているものの、パートや臨
時職員等の非正規雇用求人であり、正規雇用求人数に
ついてはなお低水準にある。

悪く
なっている

－ － －


